
野中やよい通信 平成 26 年 第 2 回定例会報告 

平成 26年第 2回定例会が 6月 5日から 25日まで開催されました。詳細は新座市議会だより、市

ホームページをご覧下さい。また、本会議の録画配信も行っております。 

【野中やよいの一般質問】 
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《障がい者のスポーツ活動推進について》 

Q:障がいのある人もない人も分け隔てられることなく、互いに人格と個性を 

尊重し合いながら、共に暮らすことのできる地域社会の実現に寄与する、 

との新座市障がい者基本条例の理念に基づき、市民体育祭やロードレース 

大会に障がい者が参加しやすく、地域との交流ができるようなものにする 

べきではないでしょうか。 

A:体育協会、市民まつりスポーツ部門実行委員会に提言をしてまいります。 

《地域包括ケア体制の構築について》 

団塊の世代が 75歳以上となる 2025 年に向け、高齢 

者が住み慣れた場所で安心して暮らせるため、医療、 

介護、予防、住まい、配食などの生活支援が一体的 

に提供される地域包括ケアシステムの構築が急がれ 

ます。 

以下の点につき、市の現状と今後の課題、対策を質 

しました。 

 

①介護予防、要介護度の重症化予防対策及び介護保 

険法周知による市民、関係者の意識改革について 

②日常生活圏域ニーズ調査を第 6期介護保険事業計 

画にどのように反映していくか 

③在宅医療と介護の連携推進について 

④認知症ケアパスについて 

⑤24時間対応型訪問看護、定期巡回・随時対応型訪 

問の導入について 

⑥介護・高齢者施策に関わる市職員の人材の配置に 

ついて 

 

市からは、6月から始まったにいざ元気アップ広場 

の拡大充実、ニーズ調査の分析と対策、地域ケア会 

議の充実、地域リハビリテーションを視野に入れた 

理学療法士による研修、認知症施策の充実などにつ 

いて、取組んでいく旨、回答がありました。 

《第四小学校の通学路について》 

Q:工場地帯で、車の往来が激しい危険 

な道路を避け、黒目川沿いの通路を 

通らざるを得ない第四小学校児童の 

安全対策について、市のお考えは。 

この場所は、転落の危険性は少ない

が、一旦転落した場合、岸にあがれ 

ない構造であります。 

また、対岸には柵がありますが、当 

該個所にはありません。市としての 

安全対策は。 

A:児童生徒への安全指導を徹底しま 

す。 

Q:通路の舗装について 

A:黒目川再生プロジェクトの中で歩 

道の舗装についても検討している 

状況です。 

 

四小児童の通学路となっている 

黒目川沿いの通路（雨天時） 

 



【お知らせ】 

野中やよい議会報告会 

日時：7月 日（ ） 

10 時半～12

時 

場所：馬場集会所 

お気軽にお越しくださ

い。 

 

【日本教育新聞に掲載していただきました！】 

                                   野中やよい 

議会報告会を開催します！                     

                                                日時：7月 

                                   午前10時～11時 

                                場所：馬場集会所 

                                 お気軽にお越し下さい 

市民相談はお気軽に！ 

TEL:048-481-6142 

   090-9332-4885 

E-mail: 

nona317@yahoo.co.jp 

フェイスブック、ツイッター

等で発信中 

 

7 月 1 日に発表された、「国の存立を全うし、国民を守るための切れ目のない安

全保障法制の整備について」の閣議決定の報道では、多くの皆さんに誤解を与

えているようですので、内閣官房ホームページから抜粋致します。 

<内閣官房ホームページ>より抜粋 

【問 8】憲法解釈を変え、専守防衛を放棄するのか？ 

【答】今後も専守防衛を堅持していきます。国の存立を全うし、国民の命と平和

な暮らしをとことん守っていきます。 

【問 10】徴兵制が採用され、若者が戦地へと送られるのではないか？ 

【答】全くの誤解です。例えば、憲法 18 条で「何人も（中略）その意に反する苦役

に服させられない」と定められているなど、徴兵制は憲法上認められません。 

【問 13】歯止めがあいまいで、政府の判断次第で武力の行使が無制約に行われ

るのではないか？ 

【答】国の存立を全うし、国民を守るための自衛の措置としての武力の行使の「新

三要件」（右参照）が、憲法上の明確な歯止めとなっています。さらに、法案にお

いても実際の行使は国会承認を求めることとし、国会によるチェックの仕組みを

明確にします。 
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公明党は平和の党として責任を持って与党協議をリードしました。 
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